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オレンジジュース、りんごジュース、スポーッ

ドリンク、ヨーグル トなどの酸味がある物は薬

によつては混ぜることができません。

食品に混ぜる場合、残してしまうこともあるの

で、薬を混ぜる時の量は少なめにしましょう。

また、ミルク、おかゆなど、主食には混ぜない

ようにしましょう。味の変化で食べ物自体を嫌

いになってしまう可能性があります。

ちでのケア

薬の飲ませ方
シロップ

薄めずにそのまま飲ませます。乳児は必要な量をスポ

イトやスプーンで取り、日の中に入れましょう。

粉薬

少量の水か、ぬるま湯で薬を溶かします。飲ませる時

はスプーンやスポイト、おちょこなどを使いましょう。

開いた状態の日の中に直接粉薬を入れます。

小さな器に粉薬を入れ、数滴の水をたらし、だんご状

に練ります。練つた薬は頬の内側あたりに塗ります。

どの飲ませ方をした場合も薬を飲んだ後は水や湯冷ま

しを飲ませましょう。
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